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五

平
成
の
冠
婚
葬
祭

1

成

人

式

成
人
式
は
一
月
一
五
日
成
人
の
日
に
開
催
し
て
き
た
。
平
成
二
一
年
か
ら
法
律
が

改
正
さ
れ
て
、
成
人
の
日
が
一
月
第
二
月
曜
に
な
っ
て
か
ら
、
そ
の
前
日
の
日
曜
日

に
開
催
し
て
い
る
。

参
加
す
る
新
成
人
は
、
そ
の
年
度
内
に
成
人
す
る
人
で
あ
る
。

2

結

婚

太
平
洋
戦
争
後
、
会
費
制
で
場
所
は
公
民
館
と
い
う
結
婚
式
・
披
露
宴
が
主
流
で

あ
っ
た
が
、
農
協
会
館
と
町
民
館
が
出
来
て
か
ら
、
こ
れ
ら
を
式
場
に
す
る
こ
と
が

多
く
な
っ
た
。

平
成
年
代
に
な
っ
て
、
過
疎
化
・
少
子
化
で
結
婚
す
る
カ
ッ
プ
ル
が
少
な
く
な
り

結
婚
式
の
数
が
減
っ
て
き
た
。
ま
た
、
経
済
成
長
期
の
頃
か
ら
、
会
費
制
の
結
婚
式

は
だ
ん
だ
ん
少
な
く
な
り
、
松
山
の
ホ
テ
ル
な
ど
を
使
う
こ
と
が
多
く
な
っ
た
。

農
協
会
館
で
は
、
平
成
一
〇
年
頃
か
ら
利
用
が
無
く
、
現
在
は
結
婚
式
の
た
め
の

貸
し
付
け
は
停
止
し
て
い
る
。

町
民
館
で
は
、
平
成
二
年
二
件
、
四
年
二
件
、
五
年
一
件
、
六
年
一
件
、
七
年
一

件
で
、
そ
れ
以
後
行
わ
れ
て
い
な
い
。

第
八
章

風
俗
礼
儀

ふ
る
さ
と
旅
行
村
で
の
挙
式
が
三
件
、
異
色
な
挙
式
・
披
露
宴
が
平
成
一
〇
年
に

す
ぼ
ー
く
久
万
で
行
わ
れ
て
い
る
。

3

葬

儀

平
成
に
な
っ
て
、
葬
儀
の
か
た
ち
が
大
き
く
か
わ
っ
た
。
社
会
生
活
の
変
化
で
交

際
の
範
囲
が
広
が
り
、
葬
儀
に
参
列
さ
れ
る
人
の
数
が
多
く
な
り
、
狭
い
自
宅
で
は

差
し
障
り
が
あ
る
こ
と
、
過
疎
化
の
た
め
、
近
隣
の
手
助
け
も
困
難
に
な
り
が
ち
な

こ
と
、
喪
主
が
町
外
に
出
て
生
計
を
立
て
て
い
る
こ
と
な
ど
も
あ
っ
て
、
葬
儀
場
を

使
う
こ
と
が
多
く
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
葬
儀
場
の
話
で
は
、
自
宅
で
の
葬
儀
は
十

分
の
一
種
度
と
の
こ
と
で
あ
る
。
通
夜
も
葬
儀
場
で
行
う
こ
と
も
あ
る
。

現
在
、
町
内
に
四
軒
の
葬
儀
場
が
あ
る
。

初
七
日
な
ど
の
法
要
は
、
自
宅
で
行
わ
れ
て
い
る
よ
う
だ
が
、
葬
儀
に
続
い
て
四

十
九
日
の
法
事
ま
で
済
ま
せ
る
こ
と
も
多
く
な
っ
た
。
社
会
情
勢
か
ら
止
む
を
得
な

い
こ
と
で
あ
ろ
う
。
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芸
能
伝
承

三
国
伝
来

玉
藻
前
旭
裸
三
段
目

絵
本
太
助
記
十
段
目

尻
ケ
崎
の
段

義
経
千
本
桜
三
段
目

す
し
や
の
段

道
春
の
段

略
称
(
玉
三
)

(
太
十
)

(
す
し
や
)

一
か
ら
五
ま
で
増
補
改
訂
版
参
照

六

伝
承
文
化
の
継
承

1

川
瀬
歌
舞
伎
保
存
会

昭
和
四
二
年
久
万
町
無
形
文
化
財
の
指
定
を
受
け
た
川
瀬
歌
舞
伎
は
、
平
成
一
二

年
四
月
愛
媛
県
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
。
由
来
に
つ
い
て
は
久
万
町
議
増

補
改
訂
版
二
一
二
-
二
五
一
頁
を
参
照
さ
れ
た
い
。

花
の
雲

佐
倉
曙

儀
作
切
腹
の
段

一
の
谷
緻
軍
記
三
段
目

熊
谷
陣
屋
の
段

寿
式
一
二
番
斐

だ
ん
ま
り
(
暗
闘
)

(
儀
作
)

(
谷
三
)

(
三
番
斐
)

(
だ
ん
ま
り
)

古
い
歴
史
を
も
つ
川
瀬
歌
舞
伎
で
あ

る
が
、
一
時
存
続
が
危
ぶ
ま
れ
る
よ
う

な
時
期
も
あ
っ
た
。
昭
和
一
二
六
年
公
民

館
を
中
心
に
保
存
会
を
結
成
し
て
今
日

に
い
た
っ
て
い
る
。
平
成
九
年
に
は
、

八
人
の
若
い
後
継
者
が
入
会
し
、
構
成

員
の
平
均
年
齢
が
二
〇
才
若
く
な
っ

た
。
浄
瑠
璃
の
太
夫
に
初
の
女
性
太
夫

が
誕
生
、
配
役
は
若
い
男
性
ば
か
り
と

な
り
、
公
民
館
ま
つ
り
、
文
化
祭
、
敬

老
会
、
落
成
式
等
の
イ
ベ
ン
ト
に
上
演

し
て
い
る
。

川瀬歌舞伎保存会

平
成
に
な
っ
て
か
ら
の
公
演
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

平
成
二
年

第
五
回
国
民
文
化
祭

愛
媛
九
〇

内
子
座

(
す
し
や
)

久
万
凶
荒
予
備
組
合
一
〇
〇
周
年
記
念
式
典

上
浮
穴
産
業
文
化
会
館

(
す
し
や
)

平
成
三
年

松
山
劇
場
に
て
公
演

昼
夜
二
回

(
三
番
斐
・
す
し
や
)

下
直
瀬
ふ
れ
あ
い
館
落
成
祝
賀

(
三
番
斐
)

久
万
町
芸
能
発
表
会

上
浮
穴
産
業
文
化
会
館

(
す
し
や
)

平
成
四
年

愛
媛
県
へ
き
地
教
育
研
究
大
会

直
瀬
中
体
育
館
(
太
十
)

直
瀬
中
学
校
ま
つ
り

直
瀬
中
体
育
館
(
太
十
)

下
直
瀬
公
民
館
ま
つ
り

下
直
瀬
ふ
れ
あ
い
館
(
太
十
)

こ
の
三
回
は
直
瀬
中
生
徒
が
上
演
し
た
。

全
国
芸
能
サ
ミ
ッ
ト

岡
山
県
奈
義
町
文
化
セ
ン
タ
ー
(
す
し
や
)

堂
山
祭
・
下
直
瀬
公
民
館
ま
つ
り

下
直
瀬
ふ
れ
あ
い
館

(
す
し
や
)

平
成
五
年

日
本
の
文
化
紹
介

愛
媛
県
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー

外
国
人
を
対
象
に

(
す
し
や
)

久
万
町
芸
能
発
表
会

上
浮
穴
産
業
文
化
会
館
(
玉
三
)

平
成
六
年

平
成
七
年

公
演
し
て
き
た
演
目
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

高
齢
者
と
在
宅
介
護
者
の
集
い

久
万
町
民
館
(
玉
三
)

ふ
る
さ
と
歌
舞
伎
大
集
合名

古
屋
市
愛
知
県
芸
術
劇
場
大
ホ
ー
ル

(
玉
三
)



平
成
八
年

平
成
八
年
度
農
村
ア
メ
ニ
テ
ィ
・
コ
ン
ク
ー
ル
最
優
秀
賞
表
彰
式

平
成
九
年

平
成
一
〇
年

東
京
都

東
条
イ
ン
ペ
リ
ア
ル
パ
レ
ス

(
玉
三
)

中
・
四
国
歌
舞
伎
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル島

根
県
佐
田
町
中
央
公
民
館
(
玉
三
)

下
直
瀬
公
民
館
ま
つ
り

下
直
瀬
ふ
れ
あ
い
館
(
玉
三
)

久
万
町
芸
能
発
表
会

上
浮
穴
産
業
文
化
会
館
(
玉
三
)

第
一
〇
回
全
国
分
水
嶺
サ
ミ
ッ
ト

上
浮
穴
産
業
文
化
会
館
(
す
し
や
)

直
瀬
敬
老
会
総
会

上
垣
瀬
公
民
館
(
太
十
)

久
万
町
芸
能
発
表
会

上
浮
穴
産
業
文
化
会
館
(
太
十
)

平
成
一
四
年

下
直
瀬
公
民
館
ま
つ
り

下
直
瀬
ふ
れ
あ
い
館

(
玉
三
・
す
し
や
)

久
万
町
芸
能
発
表
会

平
成
一
五
年

久
万
町
芸
能
発
表
会

2

万

歳

○

あ
け
ぼ
の
会

上
直
瀬
公
民
館

○

上
畑
野
川
郷
土
芸
能
保
存
会

上
畑
野
川
公
民
館

○

父
野
川
万
歳
保
存
会父

野
川
公
民
館

以
上
は
町
指
定
の
無
形
文
化
財
で

あ
る
。
久
万
町
議
増
補
改
訂
版
二
五
一

頁
か
ら
を
参
照
さ
れ
た
い
。
ど
の
会

も
、
高
齢
化
に
よ
る
会
員
減
、
少
子
化

の
た
め
後
継
者
の
育
成
難
で
苦
労
し
な

が
ら
伝
統
を
守
っ
て
い
る
。

第
九
章

芸
能
伝
承

上
浮
穴
産
業
文
化
会
館
(
玉
三
・
す
し
や
)

上
浮
穴
産
業
文
化
会
館
(
す
し
や
)

歳万神明

文
化
財
指
定
は
受
け
て
い
な
い
が
、
町
内
に
は
、
明
神
万
歳
ク
ラ
ブ
、
下
畑
野
川

万
歳
保
存
会
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
に
活
動
し
て
い
る
。

○

明
神
万
歳
ク
ラ
ブ

明
神
万
歳
の
歴
史
は
古
い
が
、
ク
ラ
ブ
が
結
成
さ
れ
た
の
は
、
昭
和
四
二
年
で
あ

る
。
ク
ラ
ブ
結
成
以
来
三
十
数
年
、
地
域
の
万
歳
の
保
存
に
努
め
、
機
会
あ
る
毎
に

発
表
し
て
、
多
く
の
人
々
に
喜
び
と
楽
し
み
を
持
っ
て
も
ら
え
る
こ
と
を
願
っ
て
活

動
し
て
き
た
。

発
表
の
場
は
、
岩
屋
寺
の
縁
日
、
久
万
町
芸
能
発
表
会
、
明
神
敬
老
会
、
明
神
公

民
館
ま
つ
り
、
老
人
ホ
ー
ム
や
介
護
施
設
の
慰
問
な
ど
年
六
-
七
回
あ
る
。
岩
屋
寺

の
縁
日
で
の
発
表
は
、
二
十
年
を
越
え
て
い
る
。
ま
た
、
明
神
敬
老
会
、
明
神
公
民

館
ま
つ
り
で
は
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
主
役
で
あ
る
。

構
成
員
の
高
齢
化
と
若
い
後
継
者
不
足
は
、
他
の
保
存
会
と
同
じ
悩
み
で
あ
る
。

鳴
り
物
演
奏
者
が
他
界
さ
れ
て
、
録
音
テ
ー
プ
を
利
用
せ
ざ
る
を
得
な
い
の
が
現
状

で
あ
る
。

な
お
、
明
神
万
歳
の
由
来
に
つ
い
て
は
、
明
神
公
民
館
発
行
の
開
館
三
〇
周
年
記

念
誌
「
明
神
」
四
二
頁
を
参
照
さ
れ
た
い
。

○

下
畑
野
川
万
歳
保
存
会

畑
野
川
万
歳
の
流
れ
を
受
け
継
い
で
、
昭
和
五
八
年
に
結
成
し
た
。
結
成
当
時
は

会
員
も
大
勢
で
、
三
味
線
、
太
鼓
、
お
は
や
し
も
入
り
、
レ
パ
ー
ト
リ
ー
も
多
く
に

ぎ
や
か
に
発
表
し
て
い
た
。

公
演
は
公
民
館
ま
つ
り
、
敬
老
会
の
ほ
か
、
要
請
が
あ
れ
ば
何
処
に
で
も
出
か
け

た
。
資
金
を
た
め
て
衣
装
も
作
っ
た
。

現
在
は
、
高
齢
化
で
会
員
が
少
な
く
な
っ
た
の
で
、
小
学
生
を
中
心
に
指
導
し
、

三
七
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練
習
の
成
果
は
学
芸
会
で
発
表
し
て
い
る
。
地
域
の
人
に
た
い
へ
ん
喜
ば
れ
て
お
り
、

将
来
子
供
た
ち
が
畑
野
川
を
離
れ
て
も
、
良
い
思
い
出
に
な
れ
ば
と
い
う
思
い
で
続

け
て
い
る
。

3

獅

子

舞

〇

五
社
神
社
獅
子
舞
保
存
会

上
直
瀬
部
落

○

下
直
瀬
獅
子
舞
保
存
会

下
直
瀬
部
落

○

住
吉
神
社
獅
子
舞
保
存
会

住
吉
神
社
氏
子

以
上
は
町
指
定
の
無
形
文
化
財
で
あ
る
。
久
万
町
誌
増
補
改
訂
版
二
五
二
頁
か
ら

を
参
照
さ
れ
た
い
。
万
歳
同
様
、
ど
の
保
存
会
も
後
継
者
問
題
で
継
承
困
難
な
時
期

が
あ
っ
た
が
、
部
落
全
体
の
結
束
で
乗
り
切
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
ぜ
ひ
後
々
ま

で
伝
え
て
欲
し
い
も
の
で
あ
る
。

町
内
に
は
、
文
化
財
の
指
定
は
受
け

て
い
な
い
が
各
地
に
獅
子
舞
が
伝
え
ら

れ
て
い
る
。

○

明
神
地
区

高
殿
神
社
の
区
域
で
は
、
入
野
、
西

明
神
、
本
紀
、
高
山
の
各
組
そ
れ
ぞ
れ

に
あ
り
、
秋
ま
つ
り
の
神
輿
巡
行
の
と

き
披
露
し
て
い
る
。

高
山
は
、
小
さ
い
部
落
で
人
数
が
少

な
く
、
組
内
だ
け
で
披
露
し
て
い
る
。

入
野
、
西
明
神
、
本
紀
は
、
平
成
一
四

年
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
巡
行
の
後
、

西明神 夫婦獅子

三
八

高
殿
神
社
境
内
に
集
ま
っ
て
獅
子
舞
競
演
会
を
開
い
て
い
る
。

平
成
一
五
年
二
月
二
日
の
競
演
会
の
演
技
種
目
は
、
本
組
が
「
新
獅
子
」

「
と

ん
と
こ
」
「
獅
子
起
こ
し
」
、
西
明
神
が
「
新
神
楽
」
「
と
ん
と
こ
」
「
獅
子
起
こ
し
」

そ
し
て
入
野
が
「
三
番
斐
」
「
か
ら
か
さ
」
「
や
ま
き
が
し
」
で
あ
る
。

な
お
、
入
野
の
獅
子
舞
は
、
久
万
林
業
祭
、
松
山
の
県
民
文
化
会
館
で
の
催
し
、

老
人
ホ
ー
ム
慰
問
な
ど
広
く
活
躍
し
て
い
る
。

河
内
神
社
の
区
域
に
は
上
組
と
中
組
と
に
あ
り
、
秋
ま
つ
り
の
神
輿
巡
行
と
い
っ

し
ょ
に
組
内
を
回
っ
て
い
る
。

平
成
七
年
の
秋
ま
つ
り
に
は
、
明
神
小
学
校
の
校
舎
新
築
落
成
を
祝
っ
て
、
小
学

校
校
庭
に
明
神
地
区
す
べ
て
の
獅
子
が
集
ま
り
競
演
大
会
を
実
施
し
た
。
こ
の
大
会

は
三
年
く
ら
い
続
け
ら
れ
た
が
、
地
域
巡
行
の
時
間
調
整
が
難
し
く
、
現
在
は
開
か

れ
て
い
な
い
。

各
地
区
と
も
後
継
者
難
で
、
昔
の
演
目
す
べ
て
を
継
承
す
る
こ
と
が
出
来
な
く
な

っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
現
在
演
じ
て
い
る
演
目
は
、
次
の
よ
う
で
あ
る
。

西
明
神

御
神
楽
・
新
神
楽
・
新
獅
子
・
う
ち
き
り
・
す
ま
し
・
と
ん
と
こ
・
み
ょ
う
と

獅
子
(
う
ち
き
り
・
五
目
)
・
獅
子
起
こ
し

(
猿
・
お
じ
い
・
お
た
ふ
く
)

本
組

新
獅
子
・
千
鳥
・
す
ま
神
楽
・
と
ん
と
こ
・
ね
り
獅
子
・
獅
子
起
こ
し
(
じ
い
)

入
野

三
番
斐
・
か
ら
か
さ
・
神
楽
・
う
ち
き
り
・
す
ま
き
・
や
ま
き
が
し
・
と
ん

と
こ
・
ね
り
・
獅
子
起
こ
し

(
猿
)

高
山

新
獅
子
・
す
ま
神
楽

上
組

す
ま
・
新
獅
子
・
千
鳥

中
組

新
獅
子
・
獅
子
起
こ
し

(
お
か
め
・
じ
い
さ
ん
)

明
神
地
域
の
獅
子
舞
に
つ
い
て
は
、
明
神
公
民
館
発
行
「
明
神
」
四
五
頁
を
参
照

さ
れ
た
い
。



○

父
二
峰
地
区

大
元
八
幡
神
社
に
は
、
落
合
と
霧
降
の
二
つ
の
獅
子
舞
が
あ
り
、
二
名
の
葛
城
神

社
に
も
あ
る
。

落
合
獅
子
舞
の
発
足
は
不
明
で
あ
る
が
、
昭
和
四
〇
年
一
〇
月
地
元
有
志
に
よ
っ

て
、
落
合
獅
子
舞
保
存
会
が
再
結
成
さ
れ
た
。

県
の
産
業
ま
つ
り
へ
の
出
演
二
回
、
地
域
代
表
の
栄
誉
を
受
け
た
こ
と
は
会
の
誇

り
の
一
つ
で
あ
る
。
急
激
な
社
会
の
変
化
で
後
継
者
難
に
な
っ
て
い
る
が
、
小
学
生

や
中
学
生
、
高
校
生
に
も
呼
び
か
け
て
郷
土
芸
能
を
保
存
伝
承
す
る
よ
う
努
力
し
て

い
る
。

露
峰
獅
子
舞
保
存
会
は
、
昭
和
四
二
年
に
結
成
さ
れ
た
。
大
元
八
幡
神
社
の
氏
子

が
秋
祭
に
五
穀
豊
餞
と
無
病
息
災
を
祈
願
し
、
氏
神
様
に
奉
納
し
て
き
た
獅
子
舞
を

継
承
し
、
後
世
に
伝
え
る
た
め
に
結
成
し
た
。
現
在
は
、
大
人
一
〇
人
、
小
中
高
生

一
五
人
で
受
け
継
い
で
い
る
。
若
者
の
都
市
へ
の
流
出
で
継
続
困
難
な
時
期
も
あ
っ

た
が
、
子
供
た
ち
の
熱
意
に
支
え
ら
れ
て
活
動
を
続
け
る
こ
と
が
で
き
て
い
る
。
舞

の
演
目
は
、
三
番
要
の
外
一
二
種
目
と
ね
り
で
あ
る
。
ね
り
は
、
狐
、
猿
、
ヒ
ョ
ツ

ト
コ
、
オ
カ
メ
、
さ
ん
さ
く
で
ユ
ニ
ー
ク
な
演
技
を
演
じ
て
い
る
。

少
子
高
齢
化
の
今
、
非
常
に
危
機
感
を
も
っ
て
い
る
が
、
地
域
の
伝
統
芸
能
を
絶

や
さ
な
い
よ
う
、
地
域
全
体
で
頑
張
っ
て
い
る
。

二
名
獅
子
舞
保
存
会
は
、
昭
和
五
四
年
に
結
成
さ
れ
た
。
葛
城
神
社
に
古
来
か
ら

伝
わ
る
獅
子
舞
を
氏
子
が
継
承
し
、
二
名
地
区
の
繁
栄
と
五
穀
の
豊
鏡
を
祝
っ
て
来

た
。
秋
祭
り
に
は
、
地
域
の
青
年
た
ち
に
よ
っ
て
、
盛
大
に
舞
わ
れ
て
い
た
が
、

年
々
青
年
が
都
市
に
出
て
い
き
、
そ
の
継
承
が
危
ぶ
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
れ

で
保
存
会
を
結
成
し
、
後
継
者
の
育
成
に
努
め
る
こ
と
に
し
た
。

第
九
章

芸
能
伝
承

現
在
は
、
小
学
生
、
中
学
生
、
高
校
生
が
大
勢
参
加
し
て
、
大
人
も
含
め
て
約
三

〇
人
の
会
員
が
い
る
。
会
員
が
一
丸
と
な
っ
て
、
楽
し
み
な
が
ら
練
習
を
続
け
て
お

り
、
二
名
の
伝
統
あ
る
郷
土
芸
能
を
後
々
ま
で
伝
え
、
地
域
文
化
の
振
興
を
図
る
た

め
の
努
力
を
し
て
い
る
。

七

五

神

太

鼓

戦
国
時
代
、
大
除
城
主
大
野
直
昌

は
、
笹
が
峠
の
戦
い
で
土
佐
長
宗
我

部
元
親
の
軍
に
囲
ま
れ
危
機
に
陥
っ

た
。
こ
の
時
、
直
昌
は
神
の
ご
加
護

を
頼
み
、
小
姓
衆
に
守
護
神
ダ
イ
バ

の
仮
面
を
付
け
さ
せ
、
太
鼓
、
樽
を

打
ち
鳴
ら
し
神
に
奉
じ
た
。
祈
り
は

天
に
通
じ
、
一
天
に
わ
か
に
か
き
曇

り
夕
立
が
襲
来
し
た
。
土
佐
軍
に
気

の
ゆ
る
み
が
で
た
の
を
み
た
直
昌
は
、

一
気
に
打
ち
出
し
窮
地
を
脱
し
た
と

伝
え
ら
れ
て
い
る
。

五神大鼓

五
神
太
鼓
は
、
こ
の
伝
説
に
基
づ
く
創
作
太
鼓
で
あ
る
。
久
万
山
五
神
は
、
空
・

風
・
火
・
水
・
埴

(
土
)

の
霊
神
で
あ
る
。
昭
和
五
九
年
に
誕
生
し
、
毎
年
三
島
神

社
の
祭
礼
に
奉
納
さ
れ
て
い
る
。

久
万
小
学
校
、
久
万
中
学
校
、
上
浮
穴
高
校
に
五
神
太
鼓
ク
ラ
ブ
が
置
か
れ
、
運

動
会
な
ど
の
学
校
行
事
で
演
奏
さ
れ
た
時
期
も
あ
っ
た
が
、
諸
般
の
事
情
で
現
在
は

三
九



第
三
編

民

族

文

化

小
学
生
が
神
社
で
練
習
を
し
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

三
島
神
社
で
の
奉
納
以
外
に
各
地
の
イ
ベ
ン
ト
に
招
か
れ
て
上
演
し
て
い
る
。
そ

の
お
も
な
歩
み
は
つ
ぎ
の
よ
う
で
あ
る
。

第
一
〇
章
か
ら
第
二
章
は
増
補
改
訂
版
参
照

四
〇

昭
和
五
九
年

平
成
元
年

平
成
二
年

平
成
三
年

平
成
四
年

平
成
五
年

平
成
六
年

平
成
七
年

平
成
九
年

平
成
一
〇
年

平
成
二
一
年

平
成
二
二
年

平
成
一
四
年

平
成
一
五
年

三
島
神
社
夏
祭
で
初
披
露

松
山
市
政
一
〇
〇
周
年
記
念
太
鼓
祭
(
県
民
館
)

花
博

愛
媛
県
の
日
(
大
阪
花
と
緑
の
博
覧
会
会
場
)

四
国
の
物
産
展
(
神
戸
大
丸
百
貨
店
)

愛
媛
の
物
産
と
観
光
展
(
大
阪
阿
倍
野
近
鉄
百
貨
店
)

愛
媛
の
物
産
展
(
呉
市
そ
ご
う
呉
店
)

近
畿
愛
媛
県
人
会
秋
期
総
会
(
大
阪
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス
)

全
国
山
名
氏
一
族
懇
親
会
(
和
歌
山
ホ
テ
ル
萬
波
)

ハ
ワ
イ
第
一
回
盆
踊
り
大
会

(
ハ
ワ
イ
ホ
テ
ル
リ
ー
ジ
ュ
ン
ト
)

伊
勢
神
宮
式
年
遷
宮
祭
(
伊
勢
神
宮
)

第
二
一
一
回
全
国
豊
か
な
海
づ
く
り
大
会
(
伊
予
市
)

天
皇
の
御
前

愛
媛
の
物
産
と
観
光
展
(
東
京
京
王
百
貨
店
)

愛
媛
の
物
産
と
観
光
展

(
大
阪
阿
倍
野
近
鉄
百
貨
店
)

愛
媛
の
物
産
と
観
光
展
(
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
高
島
屋
百
貨
店
)

オ
ー
ル
四
国
の
物
産
展
(
名
古
屋
名
鉄
百
貨
店
)

祭
り
I
N
ハ
ワ
イ

(
ハ
ワ
イ
)

広
島
フ
ラ
ワ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

(
広
島
平
和
公
園
)

関
東
愛
媛
県
人
会
秋
の
大
園
遊
会

(
東
京
ホ
テ
ル
椿
山
荘
)

ア
ス
テ
ィ
徳
島
杜
の
賑
わ
い

(
徳
島
)

第
四
三
回
伊
勢
神
宮
全
国
民
謡
踊
大
会
(
伊
勢
神
宮
)

関
東
愛
媛
県
人
会
秋
の
大
園
遊
会
(
東
京
ホ
テ
ル
椿
山
荘
)

福
渡
高
校
第
八
期
同
窓
会
(
倉
敷
国
際
ホ
テ
ル
)

国
民
文
化
祭
や
ま
が
た
二
〇
〇
三

(
山
形
大
江
町
体
育
館
)



第
一
二
章

文

化

財

一
か
ら
六
ま
で
増
補
改
訂
版
参
照

七

新
た
に
指
定
さ
れ
た
文
化
財

1

有
形
文
化
財

ア

掘
り
出
し
観
音
(
平
成
三
年
五
月
一
〇
日

町
指
定

工
芸
品
)

所
在
地

菅
生
二
番
耕
地
一
一
七
三

所
有
者

大
宝
寺
代
表

昭
和
九
年
一
月
、
大
宝
寺
に
参
詣
し
た
石
田
ソ
ヨ
は
震
懐
を
受
け
た
か
、
何
か
が

乗
り
移
っ
た
か
と
い
っ
た
感
じ
で
あ
っ

掘り出し観音(町) H3.5,10指定

た
。
月
日
が
経
つ
に
つ
れ
乗
り
移
っ
た

も
の
は
、
ソ
ヨ
の
口
を
つ
い
て

「
掘
り

出
せ
」
、
「
掘
り
出
せ
」
と
呼
び
か
け
た
。

昭
和
九
年
五
月
七
、
八
日
に
牛
頭
天

王
堂
右
横
の
四
、
五
〇
平
方
㍍
の
丘
陵

と
な
っ
て
い
る
部
分
を
発
掘
し
た
と
こ

ろ
、
地
中
か
ら
「
金
銅
仏
」
が
七
体
発

掘
さ
れ
た
。
戦
後
、
昭
和
三
〇
年
に
は

石
田
ソ
ヨ
の
縁
者
に
よ
り
更
に
一
体
、

同
じ
場
所
か
ら
発
掘
さ
れ
た
。

本
来
は
懸
仏
ら
し
く
、
大
き
な
も
の

は
一
〇
㌢
㍍
、
小
さ
な
も
の
は
三
㌢
㍍
と
大
小
の
差
が
あ
り
、
盆
の
よ
う
な
丸
型

の
も
の
に
填
込
み
、
壁
な
ど
に
掛
け
て
拝
ん
で
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
掘
出
し
観

音
の
造
ら
れ
た
時
代
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
。

イ

芭

蕉

塚
(
平
成
三
年
五
月
一
〇
日

町
指
定

石
碑
)

所
在
地

菅
生
二
番
耕
地
一
一
七
三

所
有
者

大
宝
寺
代
表

菅
生
山
大
宝
寺
の
、
年
を
経
た
杉
の
大
木
が
欝
蒼
と
生
い
茂
る
急
な
坂
道
を
登
る

と
、
本
堂
に
詣
で
る
石
段
に
辿
り
着
く
。
最
初
の
石
段
を
登
る
と
右
手
に
納
経
受
付

所
が
あ
る
。
そ
の
向
か
い
側
に
イ
チ
ョ
ウ
の
古
木
、
そ
の
根
元
に
「
芭
蕉
塚
」
が
あ
る
。

寛
保
三
年
(
一
七
四
三
年
)
一
〇
月
二
一
日
、
芭
蕉
の
五
〇
回
忌
を
記
念
し
小
倉

志
山

(
一
七
〇
一
̃
一
七
六
二
)

の
呼
び
か
け
に
、
時
の
院
主
斉
秀
和
尚
や
久
万
山

の
古
俳
人
た
ち
が
協
力
し
、
芭
蕉
の
追
善
供
養
塔
と
し
て
建
立
し
た
も
の
で
あ
る
。

表
面
は
「
芭
蕉
塚
」
と
刻
ま
れ
て
お
り
、
裏
面
に
は
「
薬
の
む

さ
ら
で
も
霜
の

枕
か
な
」

の
句
が
あ
る
。
側
面
に
は
「
松
山
城
下
紅
魚
園
恵
山
道
立
焉
」

の
文
字
も

見
え
る
。

県
下
に
二
五
基
あ
る
芭
蕉
塚
の
中
で
、
最
も
古
い
も
の
の
一
つ
で
あ
る
。

芭蕉塚(町) H3.5.10指定

第
一
二
章

文

化

財
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ウ

宝
茜
印
塔
(
平
成
一
二
年
五
月
一
〇
日

町
指
定

工
芸
品
)

所
在
地

菅
生
二
番
耕
地
一
一
七
三

所
有
者

大
宝
寺
代
表

仁
王
門
左
後
ろ
に
石
を
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
固
め
た
基
礎
の
上
に
新
し
い
大
島
石
の

台
が
お
か
れ
、
そ
の
上
に
苔
む
し
た
五
段
の
塔
が
あ
る
。
大
島
石
に
は
正
面
の
中
央

に
「
栄
範
」
、
そ
の
右
に
「
二
世
安
楽
」
、
左
に
「
仏
果
菩
提
」
。
右
面
に
は
「
亨
録

三
年
八
月
二
一
日
」
、
左
面
に
は

「
願
以
此
功
徳
普
及
於
一
切
我
与
等
衆
生
皆
倶
共

成
仏
道
」

の
願
文
(
願
わ
く
ば
こ
の
功
徳
を
も
っ
て
あ
ま
ね
く
一
切
に
及
ぼ
し
我
ら

四
二

越
前
(
福
井
県
)

の
法
眼
と
い
う
大
仏
師
が
作
っ
た
と
さ
れ
る
。

明
治
七
年
の
大
火
で
門
は
焼
け
た
も
の
の
、
金
剛
力
士
像
は
無
事
に
残
っ
た
。
昭

和
二
七
年
、
京
都
に
修
復
に
出
し
、
現
在
に
い
た
る
。

宝靂印塔(町) H3.5.10指定

と
衆
生
と
仏
道
を
成
ぜ
ん
こ
と
を
)
、

後
面
に
「
走
泉
坊
跡
こ
ア
リ
シ
ヲ
現
地

二
移
ス
。
昭
和
三
三
年
二
月
・
出
費
世

話
人
井
部
栄
基
」
。
塔
の
下
か
ら
二
段

目
に

「
亨
録
三
年
八
月
二
五
日
」
と
あ

る
。
三
段
目
に
は
解
読
不
能
な
梵
字
が

刻
ま
れ
て
い
る
。
宝
匪
印
塔
は
亨
録
三

年
(
一
五
三
〇
年
)

八
月
二
五
日
、
室

町
時
代
、
後
奈
良
天
皇
の
御
代
に
栄
範

と
い
う
方
が
供
養
の
た
め
に
建
立
し
た

も
の
で
あ
る
。

金剛力士像(町) H7,8.9指定

エ
金
剛
力
士
像
二
基
(
平
成
七
年
八
月
九
日

町
指
定

美
術
工
芸
品

彫
刻
)

所
在
地

菅
生
二
番
耕
地
一
一
七
六
番
地
一
所
有
者

大
宝
寺
代
表

材
質

檜

高
さ
約
三
㍍

こ
の
金
剛
力
士
像
は
、
亨
徳
四
年
(
一
四
五
五
年
)
、
今
か
ら
約
五
〇
〇
年
前
に

オ

五
社
神
社
本
殿
(
平
成
二
二
年
四
月
二
日

町
指
定

建
造
物
)

所
在
地

直
瀬
甲
三
七
六
四

所
有
者

五
社
神
社
総
代

五
社
神
社
は
天
正
二
年
(
一
五
七
四
)

山
城
国
男
山
八
幡
宮
を
勧
請
し
た
も
の
で

あ
り
、
寛
永
三
年
(
一
六
二
六
)

に
火
災
に
遭
っ
て
い
る
。
現
在
の
社
殿
は
享
和
元

年
に
再
建
さ
れ
た
も
の
で
、
棟
梁
大
工
は
久
万
町
の
小
田
源
五
郎
と
標
札
に
記
さ
れ

て
い
る
。

本
殿
再
建
に
先
立
つ
寛
政
元
年
に
本
殿
の
前
の
舞
殿
が
再
建
さ
れ
て
お
り
、
こ
ち

ら
は
、
地
元
の
大
工
神
尾
平
蔵
の
建
立
と
棟
札
に
あ
る
。



本
殿
の
形
式
は
江
戸
時
代
後
期
に
南
予
地
方
に
見
ら
れ
る
社
寺
建
築
の
典
型
的
な

特
徴
を
有
し
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
。
社
殿
は
五
×
二
間
で
入
母
屋
造
屋
根
の
正
面

に
千
鳥
破
風
を
付
け
、
向
拝
中
央
に
軒
唐
破
風
を
設
け
る
と
い
っ
た
派
手
な
構
成
に

し
て
い
る
。

組
手
は
二
手
先
組
で
あ
り
、
尾
垂
木
先
端
を
龍
頭
に
作
り
、
口
よ
り
水
焔
を
吐
く

形
式
に
し
て
い
る
。
愛
媛
県
の
南
予
地
方
に
は
、
こ
の
よ
う
な
水
焔
を
吐
く
龍
形
尾

垂
木
が
多
く
あ
る
が
、
そ
の
中
で
は
古
い
方
の
例
で
あ
る
。
中
偏
は
蛙
股
を
用
い
、

通
肘
木
上
に
斗
を
二
つ
置
き
、
桁
丸
桁
間
に
支
輪
を
立
ち
上
げ
る
。
軒
は
二
軒
繁
垂

木
、
妻
は
虹
梁
大
瓶
束
で
あ
る
。

向
拝
は
頭
貫
を
虹
梁
形
に
造
り
、
枠
肘
木
(
隅
は
連
斗
)

を
乗
せ
、
向
側
に
向
か

カ

絵
馬
二
点
(
平
成
一
三
年
四
月
二
日

町
指
定

民
俗
文
化
財
)

所
在
地

菅
生
二
番
耕
地
一
九
〇

所
有
者

三
島
神
社
宮
司

五社神社本殿(町) H13,4.11指定

っ
て
は
手
狭
の
下
に
台
輪
鼻
を
入
れ
実

肘
木
を
介
し
て
枠
肘
木
が
こ
れ
を
受
け

る
形
式
に
な
っ
て
い
る
。
身
舎
と
の
繋

ぎ
は
海
老
虹
梁
を
用
い
て
い
る
が
、
端

の
海
老
虹
梁
上
に
も
手
狭
が
付
け
ら
れ

る
。柱

間
装
置
は
中
央
が
桟
唐
戸
、
両
脇

二
間
が
蔀
、
あ
と
は
板
壁
と
走
型
通
り

に
な
っ
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
五
社
神
社
の
本
殿
、

舞
殿
は
地
方
的
な
色
彩
に
富
ん
だ
建
築

で
あ
り
、
本
殿
は
本
格
的
な
構
成
を
も

っ
た
大
き
な
社
殿
で
あ
る
。

寛
政
六
年
(
一
七
九
四
)
八
一
×
三
三
0
0

墨
書

(
表
)

甲
寅
孟
春
白
書

孝
義

(
裏
)

画
師
出
羽
秋
田
産佐

々
木
蓄
蔵
孝
義

寛
政
六
甲
寅
二
月
吉
日

溝
口
市
郎
左
衛
門
恒
(
年
○
)

寛
政
七
年
(
一
七
九
五
)
八
二
×
一
二
〇
〇

(
表
)
寛
政
七
乙
卯
冬
十
一
月
吉
日

溝
口
惣
助
純
真

※
保
存
状
態
が
良
い
。
画
師
、
奉
納
社
が
ハ
ッ

キ
リ
し
て
い
る
。
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2

史

跡

ア

旧
土
佐
街
道
里
程
標
石

里

塚

石

三
基
(
平
成
九
年
一
〇
月
八
日

町
指
定

史
跡
)

所
在
地

六
里
塚

東
明
神
甲
一
四
二
一

七
里
塚

入
野
一
三
三
一
番
地
一

人
里
塚

菅
生
三
番
耕
地
一
一
五

所
有
者

久
万
町

石
質
は
安
山
岩
で
長
矩
約
一
八
㌢
㍍
、
短
矩
約
一
六
㌢
厨
の
方
柱
、
地
上
部
分

約
一
七
〇
㌢
㍍
、
地
下
部
分
約
七
〇
㌢
㍍
、
正
面
に
雄
渾
な
筆
文
字
「
松
山
札
辻

よ
り
何
里
」

の
里
程
が
彫
ら
れ
て
い
る
。
三
墓
の
寸
法
は
一
定
で
な
く
、
石
材
に
合

わ
せ
て
加
工
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

松
山
、
高
知
を
結
ぶ
、
旧
土
佐
道
が
何
時
で
き
た
か
は
明
確
で
な
い
が
藩
政
時
代

に
は
盛
ん
に
人
馬
の
往
来
が
あ
っ
た
こ
と
は
、
は
っ
き
り
し
て
い
る
。
旧
往
還
に
は
、

松
山
「
札
の
辻
」
を
起
点
に
し
、
一
里
ご
と
に
里
程
を
示
し
た
一
里
木
が
立
て
ら
れ

て
い
た
が
、
寛
保
元
年
(
一
七
四
一
)

三
月
、
里
石
に
立
て
替
え
ら
れ
た
。
今
か
ら

二
五
六
年
前
で
あ
る
。

旧
土
佐
街
道
は
、
松
山
市
札
の
辻
を
起
点
に
、
天
山
、
森
松
、
恵
原
、
窪
野
、
三

坂
、
久
万
、
ほ
じ
か
み
峠
、
七
鳥
、
雑
誌
山
、
池
川
、
越
知
、
佐
川
を
経
て
高
知
に

至
る
、
二
五
里
一
八
丁
余
(
約
一
〇
二
㌔
㍍
)

の
主
が
険
し
い
山
岳
の
道
で
あ
る
。

土
佐
道
の
起
こ
り
は
、
随
分
古
い
こ
と
で
あ
る
が
、
街
道
と
し
て
整
備
が
始
ま
っ
た

の
は
、
慶
長
九
年
(
一
六
〇
四
)

に
江
戸
幕
府
が
天
下
の
五
街
道
整
備
に
取
り
か
か

っ
た
後
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
整
備
の
進
捗
と
と
も
に
、
人
馬
の
往
来
も
盛

ん
に
な
り
、
や
が
て
伊
予
と
土
佐
を
結
ぶ
幹
線
と
し
て
定
着
し
た
。
土
佐
道
の
内
、

愛
媛
県
分
は
雑
誌
山
県
境
ま
で
の
二
一
里
一
八
丁

(
約
五
〇
㌔
㍍
)

で
あ
り
、
松
山

旧土佐街道里程標石・碑文

通称 里塚石 3基

(町) H9.10.8指定

藩
で
は
、
そ
の
街
道
一
里
毎
に
木
製
の
標
識
を
立
て
、
旅
人
の
便
量
を
図
っ
て
い
た
。

明
治
二
五
年
い
わ
ゆ
る
四
国
新
道
、
現
在
の
国
道
三
三
号
線
が
開
通
し
た
も
の
の
、

そ
の
利
用
が
本
格
化
す
る
ま
で
は
、
土
佐
道
が
久
万
郷
の
産
物
搬
出
、
在
郷
の
人
々

へ
生
活
必
需
品
搬
入
、
更
に
は
、
情
報
入
手
の
ル
ー
ト
と
し
て
機
能
し
文
化
振
興
に



大
き
く
貢
献
し
た
の
で
あ
る
。

松
山
藩
の
古
記
録
で
あ
る
「
松
府
古
土
談
」

に
よ
る
と
、
藩
で
は
六
代
藩
主
走
喬

公
の
元
文
五
年
(
一
七
四
〇
)

か
ら
寛
保
に
か
け
て
、
そ
れ
ま
で
木
で
あ
っ
た
も
の

を
石
に
改
め
、
文
字
は
祐
筆
水
谷
半
蔵
が
認
め
た
と
あ
り
、
石
に
し
た
理
由
は
、
木

で
あ
る
と
年
々
修
復
の
手
が
離
れ
な
い
た
め
と
な
っ
て
い
る
。

歴
史
的
な
旧
土
佐
道
も
建
設
省
等
が
実
施
し
て
い
る
「
四
国
の
み
ち
」
整
備
事
業

で
部
分
的
に
は
、
改
修
整
備
さ
れ
て
い
る
所
は
あ
る
が
、
そ
の
大
方
は
魔
道
な
い
し

は
消
滅
の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
る
。

現
存
す
る
里
石
こ
そ
は
、
現
在
は
も
ち
ろ
ん
、
将
来
的
に
も
旧
土
佐
街
道
の
証
に

な
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

旧
土
佐
道
の
里
程
を
示
し
て
い
た
一
二
基
の
里
石
の
内
一
里
と
四
里
石
は
、
既
に

消
失
し
現
存
は
上
半
分
の
三
里
石
を
含
め
て
一
〇
基
で
あ
る
。
幸
い
三
坂
峠
以
南
の

七
基
に
つ
い
て
は
、
道
立
当
初
の
姿
に
近
い
状
態
で
現
存
し
て
い
る
。

3

天
然
記
念
物

ア

イ
チ
ョ
ウ
(
平
成
二
年
八
月
七
日

町
指
定

天
然
記
念
物
)

所
在
地

直
瀬
甲
一
二
六
人

所
有
者

浄
福
寺
総
代

直
瀬
の
浄
福
寺
の
境
内
に
あ
り
、
周
囲
五
㍍
、
樹
高
二
五
㍍
の
巨
木
で
あ
る
。
木

の
由
来
は
は
っ
き
り
し
な
い
が
、
樹
齢
は
二
〇
〇
年
前
後
と
推
定
さ
れ
、
町
内
に
現

存
す
る
イ
チ
ョ
ウ
の
木
で
は
最
大
の
大
木
で
あ
る
。

イ

ヒ
イ
ラ
ギ
(
平
成
二
年
八
月
七
日

町
指
定

天
然
記
念
物
)

イチョウ(町) H2.8.7指定

ヒイラギ(町) H2.8.7指定

所
在
地

直
瀬
甲
二
九
二
五

所
有
者

石
丸

剛

直
瀬
の
沖
組
に
法
院
墓
塚
が
あ
り
、

そ
の
片
隅
に
あ
る
。
胸
高
周
り
一
・
六

㍍
、
樹
高
七
㍍
、
樹
齢
は
二
五
〇
年
と

推
定
さ
れ
る
。

こ
の
法
院
墓
は
、
法
力
の
持
ち
主
が

葬
ら
れ
て
お
り
、
救
い
を
求
め
る
者
や

願
を
か
け
る
者
が
後
を
た
た
な
か
っ
た

と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
現
在
で
も
願
か

け
の
信
者
が
参
詣
し
て
い
る
よ
う
で
あ

る
。

ウ

枝
垂
れ
檜

(
平
成
七
年
八
月
九
日
町
指
定

天
然
記
念
物
)

所
在
地

下
畑
野
川
乙
四
八
人

所
有
者

久
万
町

第
一
二
章

文

化

財

下
畑
野
川
、
ふ
る
さ
と
旅
行
村
の
入
口
に
あ
る
。
根
周
り
二
・
八
二
㍍
、
目
通
り

一
・
九
三
㍍
、
樹
高
二
二
㍍
、
板
張
り
二
二
㍍
。
主
幹
は
ほ
ほ
直
立
し
て
お
り
、
地

上
一
・
八
㍍
の
あ
た
り
か
ら
数
本
の
分
幹
を
生
じ
て
い
る
。
大
き
い
も
の
で
周
囲
七

四
五
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枝垂れ槍(町) H7.8,9指定

四
㌢
㍍
で
、
板
張
り

は
南
に
強
い
。
枝
は

周
囲
に
垂
れ
下
が
り
、

ほ
ぼ
円
錐
状
を
呈
し
、

整
っ
た
容
姿
で
あ
る
。

樹
齢
は
推
定
八
〇
年

ぐ
ら
い
で
あ
る
。

枝
垂
れ
槍
は
四
国

四
六

ケ

ヤ

キ
(
平
成
一
一
年
二
月
一
五
日

町
指
定

天
然
記
念
物
)

所
在
地

直
瀬
甲
五
二
六
一

所
有
者

八
幡
神
社
総
代

本
物
件
は
、
八
幡
神
社
境
内
北
北
東
斜
面
に
あ
っ
て
、
目
通
り
五
・
一
五
㍍
、
樹

高
約
三
〇
㍍
、
板
張
り
約
二
五
㍍
で
あ
り
、
周
辺
に
数
本
の
高
木
が
あ
る
た
め
か
、

地
方
に
産
す
る
槍
の
一
変
種
で
あ
り
、
小
さ
い
も
の
は
他
で
も
多
く
見
ら
れ
る
が
、

こ
の
枝
垂
れ
槍
は
大
き
く
て
珍
し
い
も
の
で
あ
る
。

エ

シ

キ

ミ
(
平
成
一
一
年
二
月
一
五
日

町
指
定

天
然
記
念
物
)

所
在
地

二
名
甲
二
二
八
三
-
三

所
有
者

土
居
清
志

樹
齢
約
三
五
〇
年
以
上
、
目
通
り
周
囲
約
一
四
三
㌢
㍍
、
樹
高
約
七
㍍
、
板
張

若
干
高
め
で
枝
分
か
れ
し
て
い
る
。

根
元
近
く
に
う
ろ
が
あ
り
、
木
肌
に
は
着

生
植
物
が
見
ら
れ
る
。
根
元
の
ふ
く
ら
み
か

ら
し
て
、
根
張
り
が
し
っ
か
り
し
て
お
り
、

老
樹
の
風
格
を
備
え
、
樹
勢
も
旺
盛
で
あ
る
。

樹
齢
は
、
推
定
五
〇
〇
年
以
上
で
あ
る
。

り
約
七
㍍
。

こ
の
シ
キ
ミ
は
、
黒
沢
か
ら
中

条
へ
通
じ
る
林
道
の
土
手
に
立
っ

て
お
り
、
樹
勢
は
旺
盛
で
あ
る
が
、

主
幹
に
キ
ヅ
タ
が
か
ら
ま
っ
て
お

り
、
正
確
な
測
定
は
困
難
で
あ
る
。

根
元
に
河
原
石
を
積
み
上
げ
た

塚
が
あ
る
。
口
碑
に
よ
る
と
、
こ

の
塚
は
武
士
の
供
養
塚
で
あ
り
、

シキミ(町) Hl「.2.15指定

ケヤキ(町) H「l.2.15指定

弔
い
の
折
り
、
直
に
差
し
た
シ
キ
ミ
が
根
を
出
し
、
生
長
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
。

1

指
定
を
取
り
消
し
た
も
の

ア

天
然
詫
念
物

コ
ナ
ラ
(
昭
和
五
九
年
一
〇
月
二
日

町
指
定
)

所
在
地

露
峰

所
有
者

亀
岡
石
五
郎

指
定
の
理
由

久
万
町
誌
増
補
改
訂
版
二
五
九
頁
参
照

取
り
消
し
の
理
由

老
木
と
な
り
、
平
成
一
三
年
秋
の
台
風
で
倒
れ
た
た
め
、
放
置
で
き
ず
処
分
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指定区分 種 別 各 称 所 在 地 所有・管理者 指定年月日 

1 国指定 名 勝 古 岩 屋 大字直瀬 久万町 S.19.1l.7 

2 県指定 天然記念物 伊 予 だ け 自 生 地 大字露峰 久万町 S.24.9.17 

3 県指定 工 芸 仰 酉 渠 大字西明神 久万町 S.25.10.10 

4 県指定 建 造 物 三 島 神 社 拝 殿 大字菅生 三島神社 S.37.11.1 

5 県指定 工 芸 菅生山大宝寺三十三燈台 大字菅生 大宝寺 S.39.3.26 

6 県指定 建 造 物 八幡神社本殿・拝殿 大字直瀬 八幡神社 S.43.3.8 

7 県指定 名 勝 菅 生 山 大字菅生 大宝寺 S.43.3.8 

8 県指定 工 芸 高 殿 神 社 ワ ニ ロ 大字西明神 高殿神社 S.54.3.20 

9 県指定 天然記念物 住吉神社かやの樹叢 大字下畑野川 住吉神社 S.馳,3.20 

10 県指定 天然記念物 こ う や 横 大字東明神 山之内一考外3名 S.59.l.10 

11 県指定 無形文化財演劇 川 瀬 歌 舞 伎 大字直瀬 下直瀬公民館 H.12.4.18 

12 町指定 工 芸 菅生山大宝寺三十番神 大字菅生 大宝寺 S.39.l.15 

13 町指定 史 跡 幽谷上人入定の地 大字下畑野川 久万町 S.47.6,23 

14 町指定 彫 刻 高殿神社随神一対 大字西明神 高殿神社 S.47.8,25 

15 町指定 彫 刻 大除城主大野直昌の位牌 大字菅生 槻ノ沢組 S.49.12.17 

16 町指定 天然記念物 伊 吹 大字直瀬 石丸雄二郎 S.53.7.13 

17 町指定 天然記念物 桂 大字露峰 井口 憲一 S.53.7.13 

18 町指定 書 跡 住吉神社β巨旬の額 大字下畑野川 住吉神社 S.53.7.13 

19 町指定 工 芸 陣 鐘 大字菅生 久万町 S.53.8.25 

20 町指定 無形文化財万歳 あ け ぼ の 会 大字直瀬 上直瀬公民館 S.54.4.17 

21 町指定 無形文化財万歳 上畑野川郷土芸能保存会 大字上畑野川 上畑野川公民館 S.54.4.17 

22 町指定 無形文化財万歳 父野川万歳保存会 大字父野川 父野川公民館 S.塊.4.17 

23 町指定 獅 子 舞 五社神社獅子舞保存会 大字直瀬 上直瀬部落 S.塊.4.17 

24 町指定 獅 子 舞 下直瀬獅子舞保存会 大字直瀬 下直瀬部落 S.54.4.17 

25 町指定 獅 子 舞 住吉神社獅子舞保存会 大字下畑野川 住吉神社氏子 S.塊.4.17 

26 町指定 天然記念物 ズ メ 大字入野 丸山 滋 S.59.10,11 

27 町指定 天然記念物 枝 垂 桜 大字露峰 法蓮寺 S.59.10.11 

28 町指定 天然記念物 シ カ ラ
ー シ 大字露峰 大元八幡神社 S.59.10.11 

29 町指定 天然記念物 や ぶ 椿 大字露峰 大元八幡神社 S.59.10.11 

30 町指定 絵 画 久 万 山 絵 図 大字菅生 久万町 S.63.5.12 

31 町指定 天然記念物 イ チ ョ ウ 大字直瀬 浄福寺 H.2.8.7 

32 町指定 天然記念物 ヒ イ ラ ギ 大字直瀬 石山 剛 H.2.8.7 

33 町指定 工 芸 掘 り 出 し 観 音 大字菅生 大宝寺 H.3.5.10 

34 町指定 石 碑 芭 蕉 塚 大字菅生 大宝寺 H.3.5.10 

35 町指定 工 芸 宝 匪 印 塔 大字菅生 大宝寺 H.3.5.10 

36 町指定 天然記念物 枝 垂 檜 大字下畑野川 久万町 H.7.8.9 

37 町指定 彫 刻 金 剛 力 士 像 大字菅生 大宝寺 H,7.8.9 

38 町指定 史 跡 
旧土佐街道里程標石・碑文 大字東明神大字入野 

久万町 H.9.10.8 
通称 豊壌石 3基 大字菅生 

39 町指定 天然記念物 シ キ 大字二名 土居 清志 H.11.2.15 

40 町指定 天然記念物 ケ ヤ キ 大字直瀬 
八幡神社 代表菅 満敏 

H.1l.2.15 

41 町指定 建 造 物 五 社 神 社 本 殿 大字直瀬 五社神社 H.13.4.11 

42 町指定 民俗文化財 絵 馬 大字菅生 三島神社 H.13.4.11 
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し
た
。
(
平
成
一
四
年
五
月
一
〇
日
取
り
消
し
)

5

未
指
定
の
も
の

○

森
田
大
師
堂
の
俳
額

○

上
畑
野
川
金
刀
比
羅
宮
の
俳
額

○

大
宝
寺
の
勅
額

以
上
増
補
改
訂
版
二
五
九
頁
参
照

○

浄
土
三
国
七
高
僧
之
図
の
掛
軸

○

延
命
地
蔵
尊

○

力
石

○

瀧
官
用
水
際
道

○

直
瀬
水
力
発
電
所

○

久
万
監
視
哨

〇

千
本
が
原
キ
ャ
ン
プ
揚

○

遅
越
の
滝

○

笛
ケ
滝
公
園

以
上
文
化
財
物
語
(
久
万
町
教
育
委
員
会
編

昭
和
四
八
年
発
行
)
参
照

こ
れ
ら
の
中
に
は
、
調
査
以
後
、
破
損
が
進
ん
だ
と
見
ら
れ
る
も
の
が
あ
り
、
残

念
で
あ
る
。

ア

史
跡

八
丁
坂
(
へ
ん
ろ
道
)

四
国
へ
ん
ろ
の
歴
史
は
八
〇
〇
年
を
超
え
る
。
そ
の
全
道
程
は
約
一
、
四
〇
〇
㌔

㍍
で
あ
る
。
近
年
の
道
路
の
改
修
や
つ
け
替
え
で
、
残
念
な
が
ら
昔
の
姿
が
残
っ
て

い
る
と
こ
ろ
は
ほ
と
ん
ど
無
く
な
っ
た
。
そ
ん
な
中
、
八
丁
坂
口
か
ら
尾
根
を
経
て

町
村
界
ま
で
の
旧
へ
ん
ろ
道
は
、
若
干
拡
幅
さ
れ
た
所
は
あ
る
が
往
古
の
姿
を
ほ
ほ

四
八

残
し
て
い
る
。

区
間
は
、
へ
ん
ろ

道
が
町
道
引
き
立
て

線
か
ら
分
岐
し
て
、

八
丁
坂
に
か
か
る
地

点
か
ら
八
丁
坂
の
上

り
詰
め

(
尾
根
)

の

間
約
八
八
〇
㍍
と
尾

根
か
ら
南
東
に
向
か

う
へ
ん
ろ
道
が
久
万
町
と
美
川
村
と
の
境
界
ま
で
の
間
約
八
一
〇
㍍
の
合
わ
せ
て

一
、
六
九
〇
㍍
の
道
。

一
丁
は
約
一
〇
九
㍍
。
八
丁
で
約
八
七
二
㍍
に
な
る
。

八
丁
坂
に
は
、
へ
ん
ろ
石
一
基
と
丁
石
(
石
仏
丁
石
)

三
基
、
へ
ん
ろ
墓
二
基
が

現
存
す
る
。
八
丁
坂
詰
め
に
は
、
へ
ん
ろ
石
と
丁
石
が
三
基
あ
り
、
町
村
界
ま
で
の

尾
根
道
に
は
丁
有
人
基
が
あ
る
。

八
丁
坂
の
丁
石
は
、
元
は
八
基
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
紛
失
し
た
り
移
動
し
た

り
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

四
国
へ
ん
ろ
道
に
つ
い
て
は
、
平
成
一
二
年
(
二
〇
〇
〇
年
)

に
「
四
国
へ
ん
ろ

道
文
化
」
世
界
遺
産
化
の
会
を
設
立
し
て
、
「
へ
ん
ろ
道
文
化
」

の
価
値
を
見
直
し
、

地
域
づ
く
り
に
生
か
し
て
、
後
世
に
伝
え
よ
う
、
世
界
遺
産
に
登
録
し
ょ
う
と
い
う

運
動
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
渡
辺
浩
二
氏
(
久
万
町
商
工
会
勤
務
)

が
事
務
長
で
熱

心
に
研
鎖
し
、
積
極
的
に
活
動
し
て
い
る
。



八

文
化
財
保
護
活
動

1

文
化
財
保
護
委
員
会

町
内
の
文
化
財
に
つ
い
て
情
報
収
集
を
し
、
調
査
し
て
文
化
財
指
定
を
す
る
こ
と

は
も
ち
ろ
ん
で
あ
る
が
、
中
世
の
山
城
跡
調
査

(
平
成
元
・
二
年
と
平
成
一
四
・
一

五
年
)
、
絵
馬
調
査
(
平
成
八
̃
一
〇
年
)
、
石
の
文
化
財
調
査
(
平
成
一
一
-
一
三
)
、

遍
路
道
調
査

(
平
成
一
二
-
二
二
年
)
な
ど
を
積
極
的
に
実
施
し
、
文
化
財
の
保
護

や
啓
発
活
動
を
続
け
て
い
る
。
現
在
は
町
内
の
巨
木
・
寄
木
調
査
を
進
め
て
い
る
。

平
成
三
・
四
年
に
は
郡
内
の
文
化
財
保
護
委
員
会
が
共
同
で
、
屋
号
調
査
に
取
り
組

ん
だ
。
し
か
し
、
調
査
を
進
め
る
な
か
で
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
や
人
権
な
ど
に
関
し
て

誤
解
を
招
く
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
の
で
中
止
し
た
。

石
の
文
化
財
調
査
の
成
果
は
、
平
成
一
五
年
三
月
「
久
万
高
原
石
の
民
俗
文
化
財
」

(
二
一
〇
頁
)

に
ま
と
め
編
集
発
行
し
た
。
絵
馬
調
査
に
基
づ
い
て
、
三
島
神
社
の

絵
馬
二
点
を
町
指
定
の
文
化
財
に
指
定
し
た
。
他
の
絵
馬
に
つ
い
て
は
、
写
真
を
ア

ル
バ
ム
に
納
め
て
い
る
が
、
ま
だ
、
写
真
集
の
発
行
が
出
来
て
い
な
い
。
山
城
調
査

は
一
応
の
ま
と
め
が
で
き
た
段
階
で
あ
る
。
遍
路
道
調
査
、
巨
木
・
寄
木
調
査
も
合

わ
せ
て
、
記
録
の
保
存
、
公
表
と
文
化
財
の
保
護
の
方
策
に
つ
い
て
検
討
中
で
あ
る
。

な
お
、
遍
路
道
調
査
に
基
づ
い
て
、
八
丁
坂
を
町
指
定
史
跡
と
す
る
よ
う
申
請
の

準
備
を
進
め
て
い
る
。

2

久
万
郷
土
会

久
万
郷
の
自
然
、
民
俗
文
化
、
歴
史
な
ど
の
調
査
研
究
を
し
愛
郷
心
を
培
い
郷
土

文
化
の
向
上
振
興
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
昭
和
四
三
年
九
月
三
〇
日
に
結
成

さ
れ
た
。
当
初
の
会
員
は
、
八
十
余
名
で
あ
っ
た
が
平
成
一
六
年
現
在
約
二
〇
〇
名

第
一
二
章

文

化

財

に
な
っ
て
い
る
。

機
関
紙
『
ふ
る
さ
と
久
万
』
第
一
号
を
昭
和
四
四
年
六
月
に
発
行
し
た
。
会
員
の

熱
心
な
寄
稿
に
支
え
ら
れ
て
、
現
在
第
四
三
号
(
平
成
一
五
年
八
月
発
行
)

ま
で
発

行
さ
れ
て
い
る
。
会
員
の
研
究
の
場
、
交
流
の
拠
点
と
し
て
充
実
し
た
機
関
誌
で
あ

る
。年

一
回
の
総
会
の
際
、
会
員
の
研
究
発
表
な
ど
を
行
い
、
お
互
い
に
研
修
を
深
め

て
い
る
。

こ
の
会
の
事
務
局
は
、
久
万
町
教
育
委
員
会
に
あ
る
が
、
運
営
や
会
誌
発
行
の
経

費
は
す
べ
て
会
員
か
ら
の
会
費
で
賄
っ
て
い
る
。

3

仰
西
翁
奉
讃
会

○

山
之
内
仰
西
翁

久
万
町
誌
増
補
改
訂
版
八
九
一
貫
参
照

○

仰
西
渠

同
二
五
四
頁
参
照

仰
西
翁
奉
讃
会
は
、
仰
西
翁
二
五
〇
回
忌
に
当
た
る
昭
和
二
三
年
に
結
成
さ
れ
た
。

仰
西
翁
の
遺
徳
と
業
績
を
後
世
に
伝
え
る
た
め
、
明
治
一
七
年
に
は
、
仰
西
神
社
建

設
の
運
動
が
起
き
た
が
、
い
ろ
い
ろ
な
事
情
で
実
現
で
き
な
か
っ
た
。
明
治
三
一
年

翁
の
二
〇
〇
回
忌
前
後

頃
、
「
山
之
内
仰
西
翁
感

謝
祭
」
が
組
織
さ
れ
、
慰

霊
法
要
の
行
事
が
続
け
ら

れ
て
い
た
が
、
太
平
洋
戦

争
で
途
絶
え
て
い
た
。

戦
後
少
し
落
ち
着
き
を

取
り
戻
し
た
頃
、
宇
都
宮
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音
吉
、
矢
内
省
吉
ら
の
働
き
か
け
に
よ
っ
て
「
仰
西
翁
奉
讃
会
」
が
誕
生
し
た
。
そ

し
て
、
翁
の
慰
霊
法
要
の
行
事
が
盛
大
に
行
わ
れ
た
。

そ
の
後
、
毎
年
翁
の
命
日
に
は
、
墓
地
清
掃
、
法
要
と
墓
参
が
行
わ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
そ
れ
に
合
わ
せ
て
、
農
作
物
品
評
会
、
小
中
学
生
の
作
品
展
示
会
な
ど
の
行

事
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。

昭
和
四
三
年
二
七
〇
回
忌
に
は
頒
徳
碑
が
、
久
万
中
学
校
正
門
下
に
建
立
さ
れ
た
。

昭
和
四
七
年
に
は
、
真
光
寺
の
墓
地
を
整
備
し
た
。

平
成
九
年
の
三
〇
〇
回
忌
に
は
、
三
百
年
記
念
事
業
を
大
々
的
に
実
施
し
た
。
仰

西
渠
周
辺
を
整
備
し
、
対
岸
も
合
わ
せ
て
公
園
を
造
っ
た
。
仰
西
田
の
跡
、
切
石
、

鍋
割
坂
に
偉
業
の
跡
を
示
す
標
識
を
建
て
た
。
記
念
誌
「
仰
西
」
も
発
行
し
た
。
平

成
一
〇
年
三
月
二
二
日
、
三
百
年
記
念
式
典
を
盛
大
に
行
っ
た
。

こ
の
三
百
年
記
念
事
業
は
、
農
林
水
産
省
の

『
ふ
る
さ
と
・
水
と
土
保
全
モ
デ
ル

事
業

仰
西
地
区
』

の
協
賛
を
得
、
多
大
な
支
援
が
あ
っ
て
成
就
し
た
。

4

ふ
る
さ
と
・
水
と
土
保
全
モ
デ
ル
事
業

平
成
八
年
、
九
年
の
二
カ
年
に
わ
た
り
農
林
水
産
省
の
補
助
事
業
で
あ
る
「
ふ
る

さ
と
・
水
と
土
保
全
事
業

仰
西
地
区
」
が
実
施
さ
れ
た
。

仰
西
薬
は
、
過
去
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
、
営
々
と
水
を
流
し
続
け
る
久
万
町
の

重
要
な
土
地
改
良
施
設
で
、
有
数
の
歴
史
資
産
で
あ
る
こ
と
に
着
目
さ
れ
た
、
県
お

よ
び
国
の
配
慮
で
取
り
上
げ
ら
れ
た
事
業
で
あ
る
。
堰
・
取
付
水
路
(
土
地
改
良
施

設
)

の
保
全
強
化
と
ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー
ク

(
周
辺
環
境
)

の
整
備
に
よ
り
、
そ
の
機
能

強
化
を
図
り
、
地
域
住
民
の
心
の
よ
り
ど
こ
ろ
と
し
て
、
地
域
住
民
活
動
の
連
帯
と

協
調
に
資
す
る
よ
う
、
ま
た
、
町
内
の
他
施
設
と
あ
い
ま
っ
た
開
発
、
活
性
化
を
図

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
計
画
さ
れ
た
事
業
で
あ
る
。

た
ま
た
ま
久
万
町
が
計
画
し
て

い
た
、
仰
西
翁
三
百
年
記
念
事
業

と
時
を
同
じ
く
し
た
の
で
、
仰
西

渠
周
辺
の
整
備
と
記
念
誌
「
仰
西
」

の
発
行
と
い
う
大
事
業
が
両
者
の

協
力
に
よ
っ
て
で
き
た
。

こ
の
事
業
お
よ
び
仰
西
に
つ
い

て
の
詳
細
は
、
平
成
九
年
九
月
、

愛
媛
県
松
山
地
方
局
久
万
出
張
所

発
行
の

「
仰
西
」

山
之
内
仰
西
翁

三
百
年
誌
に
記
さ
れ
て
い
る
。

ふるさと・水と土保全モデル事業
仰西渠ポケットパーク

5

桧
垣
伸
翁
を
顕
彰
す
る
会

○

檜
垣
伸
翁

久
万
町
誌
増
補
改
訂
版
九
〇
六
頁
参
照

こ
の
会
は
、
平
成
一
三
年
一
一
月
一
五
日
に
結
成
総
会
を
も
っ
て
発
足
し
た
。
一

一
月
一
五
日
は
、
檜
垣
伸
翁
の
命
日
で
あ
る
。

こ
の
会
の
結
成
に
は
、
翁
の
孫
に
あ
た
る
檜
垣
端
氏

(
東
京
在
住
)

か
ら
、
祖
父

伸
翁
が
開
発
に
心
血
を
注
ぎ
、
第
二
の
故
郷
と
思
っ
て
い
た
久
万
町
の
た
め
に
使
っ

て
欲
し
い
と
、
三
千
万
円
と
い
う
多
額
の
寄
付
を
い
た
だ
い
た
。
そ
の
ご
厚
意
に
報

い
、
有
効
に
利
用
す
る
た
め
、
そ
の
一
部
(
三
百
万
円
)

と
賛
同
す
る
会
員
の
会
費

を
基
金
と
し
て
結
成
し
た
。

こ
の
会
の
目
的
は
、
檜
垣
伸
翁
の
遺
徳
を
顕
彰
し
、
そ
の
事
績
を
永
く
後
世
に
伝

え
る
と
と
も
に
、
地
域
開
発
の
意
識
の
高
揚
に
努
め
る
。
翁
の
墓
地
保
存
管
理
、
事

績
調
査
、
及
び
必
要
に
応
じ
、
こ
れ
ら
の
整
備
を
行
う
こ
と
で
あ
る
。



桧垣伸翁を顕彰する会

事
務
局
は
久
万
町
役
場
に
置
き
、
毎

年
翁
の
命
日
の
頃
に
総
会
を
開
き
墓
参

を
し
て
遺
徳
を
偲
ん
で
い
る
。
彼
岸
と

盆
に
も
墓
掃
除
、
墓
参
を
し
て
い
る
。

久
万
町
で
は
、
端
氏
か
ら
の
浄
財
を

使
っ
て
国
道
三
三
号
線
沿
線
、
レ
ス
ト

パ
ー
ク
明
神
の
一
体
を
檜
垣
桜
公
園
と

し
て
開
発
し
、
伸
翁
の
偉
業
と
端
氏
の

ご
厚
意
を
称
え
る
記
念
碑
を
建
立
す
る

こ
と
に
し
て
い
る
。
現
在
三
坂
峠
に
あ

る
記
念
碑
は
そ
の
ま
ま
保
存
し
管
理
し

て
い
く
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
平
成
一

六
年
二
月
、
桜
樹
会

(
露
口
久
会
長
)

の
協
力
を
得
て
植
樹
の
準
備
作
業
を
し
た
。

四
月
に
は
、
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
、
サ
ト
ザ
ク
ラ
、
オ
オ
シ
マ
ザ
ク
ラ
合
わ
せ
て
八
〇
本

を
購
入
し
、
柳
谷
村
三
本
一
雄
氏
か
ら
の
寄
贈
に
よ
る
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
一
〇
〇
本
と

と
も
に
植
樹
し
た
。
こ
の
植
樹
作
業
も
桜
樹
会
の
手
で
行
っ
た
。

残
念
な
こ
と
に
、
公
園
が
出
来
る
の
を
待
た
ず
檜
垣
端
氏
は
、
平
成
一
四
年
二
月

三
日
永
眠
さ
れ
た
。

6

教
育
委
員
会

ア

ふ
る
さ
と
学
習

久
万
町
に
新
し
く
赴
任
し
た
教
職
員
に
、
町
の
歴
史
や
地
域
の
現
状
を
理
解
し
て

教
育
活
動
に
当
た
っ
て
も
ら
う
た
め
、
昭
和
四
〇
年
頃
か
ら
毎
年
、
文
化
財
め
ぐ
り

を
実
施
し
、
現
在
も
継
続
し
て
い
る
。

第
一
二
章

文

化

財

中
学
校
を
卒
業
し
た
生
徒
の
多
く
は
、
進
学
や
就
職
の
た
め
町
外
に
で
る
。
そ
れ

ら
の
生
徒
た
ち
に
ふ
る
さ
と
の
思
い
出
を
持
た
せ
、
愛
郷
心
を
育
て
た
い
と
い
う
願

い
で
、
昭
和
五
〇
年
頃
か
ら
中
学
三
年
生
を
対
象
に
ふ
る
さ
と
バ
ス
ハ
イ
ク
を
実
施

し
て
き
た
。
し
か
し
、
教
育
課
種
の
変
更
と
学
校
週
五
日
制
の
実
施
で
、
平
成
二
二

年
か
ら
、
小
学
校
三
、
四
年
生
が
対
象
に
な
っ
た
。

町
民
に
は
、
出
前
講
座
な
ど
各
種
講
座
や
研
修
会
の
機
会
を
と
ら
え
て
啓
発
し
、

文
化
財
へ
の
理
解
と
保
護
意
識
を
高
め
て
い
る
。
ま
た
、
出
版
物
に
よ
る
記
録
と
啓

発
も
続
け
て
い
る
。

イ

出

版

物

○

文
化
だ
よ
り
く
ま

第
一
号
(
昭
和
五
六
年
五
月
)
-

第
五
五
号
(
平
成
一
五
年
三
月
)

○

文
化
財
物
語

昭
和
四
八
年
二
月
一
日

○

上
浮
穴
郡
に
光
を
か
か
げ
た
人
々

昭
和
四
九
年
三
月
一
〇
日

○

郷
土
と
俳
譜

昭
和
五
〇
年
三
月
一
日

○

文
化
財
読
本

昭
和
五
三
年
一
〇
月
二
七
日

○

久
万
の
伝
説

昭
和
六
〇
年
八
月
一
日

○

久
万
町
文
化
財
み
ち
し
ろ
べ

昭
和
六
二
年
三
月
三
一
日

○

久
万
高
原

石
の
民
俗
文
化
財

平
成
一
五
年
三
月
二
五
日

関
連
が
あ
る
出
版
物

○

神
野
昭
著

久
万
高
原
の
文
学
と
伝
承

昭
和
五
二
年
三
月
一
五
日

○

明
神
小
学
校
発
行

ふ
る
さ
と
明
神

昭
和
五
五
年
二
一
月
一
日

○

愛
媛
県
松
山
地
方
局
久
万
出
張
所
発
行

仰
西

平
成
九
年
九
月

○

久
万
郷
土
会
発
行

ふ
る
さ
と
久
万

第
一
号
(
昭
和
四
四
年
六
月
)

五
一



第
三
編

民

族

文

化

第
四
三
号
(
平
成
一
五
年
八
月
)

○

明
神
公
民
館
発
行

開
館
三
〇
周
年
記
念
誌

明
神

平
成
二
年
三
月

五
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